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当院NICUにおけるBabylog8000plusの使用経験

姫路赤十字病院小児科久呉真章

近年の新生児医療の向上はめざまししものがあり、そ

の一因として新生児領域における人工呼吸管理法の進

歩があげられる。従来の新生児の人工呼吸管理法の主

流である間欠的強制換気(IMV)は自発呼吸とは全く無

関係に一定間隔で強制換気を行うもので、自発呼吸と

強制換気の聞に fightingがおこることが欠点であった。

新生児の一回換気量は非常に小さく、また呼吸回数も

多いことから、成人の人工呼吸器を新生児領域で使用

することは不可能であった。 1キログ、ラムに満たない新生

児の浅く早い呼吸をすばやく感知しておsistすることは

10数年前には考えられなかったが、マイクロプロセッサ

ーなどの技術の進歩により現在ではしてつかの新生児

用人工呼吸器で吸気同調強制換気(SIMV)が可能とな

った。Draeger社製の 8abylog8000plusはその中のひと

つで、自発呼吸の吸気フローをトリガーして強制換気を

開始する。さらに、 CPAP、IMV、SIMV、A!C、HFV、PSV

と多種類の換気モードを持ち、児の状態に応じて最適の

モードを選択することが可能である。

当院新生児センターでの人工呼吸器の使用の実際で

あるが、 12床のNICUの内2床でBabylog8000plusを使

用している。低出生体重児の呼吸障害の代表的疾患で

ある呼吸窮迫症候群に対しては、出生直後に人工肺サ

ーファクタントの注入を行い、急性期は従来型の IMVの

みの機種でL人工換気を行っている。ほとんどは数日以

内に人工換気から離脱できるが、非常に在胎週数の小

さな新生児は新生児慢性肺疾患などによる換気不全の

ため 1ヶ月以上の長期人工換気を要することもある。そ

の様な場合に SIMVを用し、ると、 fightingを少なくして児

の呼吸仕事量を減らし、摂取エネルギーを体重増加に

有効にまわすことができる。また、圧損傷を減らして新生

児慢性肺疾患の進行を阻止する面でも有用である。当

院で、 Babylog8000plusを使用して人工換気療法を行っ

た新生児は約 30人である。使用時の体重は約 400グラ

ムから約 4000グラムであるが、大半は出生体重 1キログ

ラム未満の超低出生体重児である。どんなに体重が小さ

い児でもその自発呼吸をしっかり感知し、誤作動やオー

トトリガーはほとんど経験していない。

また、 Babylog8000plusは新生児に PSVを行える数少

ない人工呼吸器の一つで、この機能を用いると赤ちゃん

が吸いたい時に吸え、はきたい時にはくことができる。さ

らに volumeguarantee (換気量補償)機能もあわせ持っ

ており、これは設定された一回換気量を維持するため、

最大吸気圧が自動的に調節される機能である。児の肺

コンブライアンスが改善した場合に過剰な圧をかけ過ぎ

ず、肺の量損傷を防ぐために有用な機能で、ある。当院で

は、まだ、十分にその機能を使いこなせていないが、今後

新生児慢性肺疾患や重症の呼吸不全に積極的に使用

したしせ考えている。

さらに、圧、流量、換気量の実測値と波形がリアルタイ

ムで表示され、その時の児の肺の状態が理解しやすい

のも利点の一つである。気管気管支軟化症、気管主要縮、

曙疾貯留などもデ、イスプレイから一目瞭然である。ただ、

惜しむらくはHFVのパワー不足があげられる。 1キログラ

ム未満の児への使用には問題がないようであるが、成熟

児にも使用できる HFVのパワーがあれば、鬼に金棒と

思われる。
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最先端技術と優しさを赤ちゃんに
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